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（この選挙公報は、候補者から提出された原稿を写真にとってそのまま印刷したものです。）

第 1投票所　古月保育所

第 2投票所　鞍手町役場

第 3投票所　舟川隣保館

第 4投票所　鞍手町くらじふれあいアリーナ

第 5投票所　鞍手いちょう　
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投票日 ８月30日（日）
投票時間は午前7時から午後8時までです。
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◆投票の仕方
　※町長選挙の当日の投票の仕方は、記号
　　式投票です。投票用紙に候補者の氏名
　　が印字されており、投票したい候補者一
　　人の氏名の上の、◯をつける欄にそなえ
　　つけのゴム印で ◯印を押す 方法です。
　※不在者投票、期日前投票は、候補者の
　　氏名を記入する方法です。
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流れを止めず
　町民主体の町に
流れを止めず
　町民主体の町に
流れを止めず
　町民主体の町に

＊第１子より、保育料を無償化
＊小中学校の給食費を完全無償化するとともに、
　鞍手産の農産物を使用
＊統合小学校の水泳授業はスイミングスクールで実施

子ども・子育て真ん中の町に子ども・子育て真ん中の町に子ども・子育て真ん中の町に1

＊地元企業の振興や新規企業を誘致し、
　雇用創出を移住につなげる
＊住宅用地の開発に着手

移住・定住を推進する町に移住・定住を推進する町に移住・定住を推進する町に

＊旧総合福祉センターを「道の駅」として活用し、
　子どもの「室内遊び場」を併設
＊「のるーと鞍手」など地域公共交通の更なる利便性の向上
＊各自治会に設置されている防犯灯の費用を無償化

つながりのある安心・安全な町につながりのある安心・安全な町につながりのある安心・安全な町に

しがらみのない
クリーンな町政
しがらみのない
クリーンな町政
しがらみのない
クリーンな町政
公平､公正な町政公平､公正な町政公平､公正な町政

笑顔があふれ､自信と
誇りの持てる町に
笑顔があふれ､自信と
誇りの持てる町に
笑顔があふれ､自信と
誇りの持てる町に

昭和54年3月
　　 同年4月

昭和57年3月
平成元年6月

平成11年4月
平成27年4月
平成30年9月
令和  4年9月

大分大学経済学部卒業
日興証券
（現SMBC日興証券）入社
日興証券退社
上新橋に「くらて整骨院」
開業
鞍手町議会議員初当選
町議会議員5期連続当選
鞍手町長初当選
鞍手町長２期目当選

●プロフィール●●プロフィール●●プロフィール●

2

3

＊生涯にわたり、文化、芸術や音楽に親しめる環境整備
＊明るく元気に健康寿命を延ばす体育施設の整備

笑顔があふれ､心豊かに暮らせる町に笑顔があふれ､心豊かに暮らせる町に笑顔があふれ､心豊かに暮らせる町に4
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「しばた隆臣」は34年間、鞍手町役場で地方行
政の課題と向き合ってきました。
企画・産業・建設・総務など幅広い分野で培っ
たこの経験を活かし、町民の皆さんの声を一つ
ひとつ町政につなげ、鞍手町を前へ進めます。

子育て・教育
●第一子からの保育料無償化を進めます。
●中学校給食費の負担軽減、安全な通学環境づくりに取り組みます。1

高齢者福祉・
地域公共交通

●「のるーと鞍手」の利便性向上と増便を検討します。
●医療・介護・生活支援の連携を深めます。2

定住促進・
自治会支援

●空き家の活用や移住・定住支援を進めます。
●防犯灯電気代の助成など、区（自治会）の地域活動を支えます。3

行財政改革
●遊休公共施設の売却・貸付や民間活力の導入を推進します。
●事業の選択と集中で持続可能な財政運営を進めます。4

稼ぐ力の強化・
雇用対策

●企業誘致や地域産業の支援を進め、雇用を創出します。
●ふるさと納税寄付額10億円を目標に自主財源の確保を図ります。5

生活者支援・
農業振興

●物価高騰から暮らしを守る支援を進めます。
●スマート農業の推進と担い手育成で地域農業を支えます。6

安全安心
●国・県と連携して治水対策を進め、届出避難所の推進など地域
と連携した防災体制を強化します。7
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「しばた隆臣」の活
動や日々の想いを、
インスタグラムで発
信しています。フォ
ローよろしくお願い
します！

こちらから


